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可決数 否決数 可決率 
Fig.２　住民投票可決率推移（朝日新聞1999.3.23、今井一「住民投票いまどうな
っているか」、世界1991.1などから作成）
「情報技術と憲法」‐‐‐IT 社会における国民代表制について‐‐‐
－11－
いやうに決意し…平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して我らの安全と生
存を保持しようと決意した（日本国憲法前文）」という平和主義を三本の柱とす
る日本国憲法を、人類初の原爆被災と数百万人の戦死者という国民の命を代償
として、ようやく手にすることが出来た。国民主権のないところには人権と平
和も存在し得ない。そのため我々は、この人類史上画期的な憲法を「国家の名
誉にかけて」守っていくと共に、憲法が保障する個人尊重の国民主権統治機構
を作り上げるという「崇高な理想」を決して没却してはならないものと思料する。
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